
小遠見山(1820m まで)・Hakuba 47スキー場報告 

【日程と天気】2019年 12月 29日(日)晴れ 

【メンバー】CL菊池（TM→AT）・SL 〇倉（会員外 AT）・池田（AT）・滝口（TM）・〇郷

(会員外 AT)  

【行程】 

 千葉菊池家発(2：55)－池田 PU―滝口 PU－Hakuba 47 スキー場駐車場―スキー場トッ

プ(地蔵の頭下 1610m)―小遠見山(1820m までシール登高)―滑走―地蔵の頭下平坦地(休

憩)―五竜スキー場グランプリコース滑走―アルプス第 3 リフト―地蔵の頭下―南沢の頭

(1450m)－R１－スキー場ボトム(レストラン休憩)－ゴンドラークワッドリフト C－南沢

の頭―R１－スキー場ボトム―駐車場―ほかほかランド美麻・入浴と夕食―帰葉 

 

・12月 29日は例年かぐらスキー場やグラン

デコスキー場のトップからスキーツアーす

ることが多かったが、今期は積雪不足で山

スキーツアーできるエリアは少ない。そこ

で前日までの降雪で全面滑走可能となった

Hakuba47スキー場から遠見尾根をショー

トツアーすることを目的に我が家を 3時少

し前に出発した。天気は絶好のスキー日和、

8；15に駐車場に到着、既に多くの車で溢れていた。 



・今日のメンバーはちば山山スキー部門友の会の会員外 2 名を加え、50 才台 2 名 40 才代

2名と小生の計 5名である。登山のエキスパート〇郷さんはスキー技術修行中でメキメキ

上達中、他の 4名は上級者揃いである。八方尾根の稜線を望みテンションアップで、既に

長い列のできているゴンドラ乗り場に向かった。ゴンドラとクワッドリフトを乗り継ぎ、

地蔵の頭に向かう最後のリフト乗り場を見下ろす地点です。大迫力の五竜岳が望まれま

す。山頂直下の武田菱がしっかり見えます。ゴンドラ・リフト乗り場はどこも大混雑です。

1610mのリフト下り場からシール登高開始です。 

 

1673mの地蔵の頭の左側を巻いて先行トレースを辿って進みます。パフパフの新雪が 30

㎝程、気持ち良いシール登行です。尾根登山道ルートの直前の平坦地にテントが 3張り、

どこかの山の会の年末合宿でしょうか、スキーが一杯立ててありました。 

先行トレースの登山道ルートはシール登高には問題ありませんが、積雪が少なく滑走で

きそうなエリアは殆ど見出せません。テンションが少し下がってきましたが、この青空と

霧氷の下でのハイクアップで十分ですと言い聞かせながら進みました。傾斜が緩む

1750m地点に近づくと低木となり、少しは滑走できそうな感じが出てきました。斜度の 



 

緩い細尾根を進み、急斜面を少し高度上げ 1820m地点でシール登高終了、この地点から

修行の予想される滑走開始です。スキー場の積雪は 65㎝、ここは 125㎝でした。この上

部はしばらく藪々が続くので、今回は予定のこの地点がエントリーポイントです。ターン

できるスペースはなく横滑りです。底ありの軽いパウダースノーのため、狭いエリアの横

滑りもあまり苦になりません。 

 

斜度の緩い細尾根の滑走は雪質

が良く、何とかターンまがいの滑

りができた。ザ山スキーの感触を

少し味わえてテンションは少し

アップしました。ここで一息入

れ、この下は藪々、登高ルートを

忠実に横滑りなどで下った。 

平坦地に近づくとテクニカルツ

リーランを何とか数ターン毎行

うことができ、まさにスラローム 



 

競技のような感触でスロー滑走を楽しめた。地蔵の頭直下に平坦地で休憩していると BC

大好きのカナダからのペアがやってきてこれからハイクアップするとのこと。 

英語堪能の Iさんは楽しそうに談笑していました。既に 12時過ぎこれからゲレンデ滑走

ですが、法大スキー小屋（？）方向へのノートラを少し楽しめた。 

・五竜スキー場トップの素晴らしいグラン

プリコースを一本滑走後、47 のゲレンデ滑走です。白馬の町々を見下ろす大バーン、雪

質が良く、皆さん大喜びでゲレンデ滑走を楽しんだ。鬱憤を晴らすように大ゲレンデ滑走



を堪能し、五竜岳をバックに記念撮影です。 

 

・スキー場ボトムの激混みレストランでゆっくり昼食休憩後、再びゴンドラに乗り込みまし

た。小生は TMから ATに変えての滑走です。

14：40のクワッドリフト乗り場です。まだま

だ激混みです。外国人が多く人気のスキー場

ですね。この風景はスキーバブル時代を彷彿

とさせるショットですね。IK君にスピー

ドコントロールできる滑りをアドバイ

ス、バーンが固くなってきたが、安定した

素晴らしい滑りですね！！！ 

RI 下部のバーンはアイスバーン状態が進行、転倒して滑落している方々も少し見られ、

慎重に最後の滑走を終了しました。ほっかほっかランド美麻で入浴と夕食で締めくくり、

レストランに衣類などを入れた大きな荷物を忘れたことを自宅に着いた時点で気づき、

大目玉を喰らいました。 


